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歌声が響く学校  
校長  野々村  剛  

 

 校庭の木々が色付き始め、本格的な秋の到来を告げています。毎年この時期になる

と、劇的に紅葉をして行く木々の姿が、子供たちの成長と重なり、感慨深いものがあ

ります。  

 さてご存知の通り、１１月７日（土）に市制施行５０周年記念のプレ企画として「み

んなでつくる多摩市ＯＮＬＩＮＥ文化祭」が開催されます。この度有り難くも、本校

の合唱団が出演させていただくことになりました。これまでもＮＨＫコンクールや地

域の夏祭り等で活躍をしてきた伝統ある合唱団です。今年度はコロナ禍の様々な制約

の中、子供たち自ら活動の仕方を工夫し、知恵を出し合いながら練習を重ねてきまし

た。今回、このような機会をいただけましたことに 多摩市及び瀧口寿彦実行委員長は

じめ関係者の皆様には心より感謝申し上げます。また、子供たちを励まし、早朝から

練習に送り出していただいた保護者の皆様にも感謝申し上げます。  

先日、ＮＨＫのある番組から活動について取材を受けました。その時に当日歌う３

曲のうち「木舟の唄」という曲を練習した際、本曲の作曲者であり、文化祭のイメー

ジソングを作られた夕焼けランプさんが駆けつけてくださり、自らピアノ伴奏をして

くださいました。作曲者の思いと、それに応えようと真剣に歌う子供たちの声が協和

した感動的な場面でした。苦しい時もあきらめ ず、励まし合いながら、確かめ合いな

がら絆を深めてきた姿がそこにはありました。何より、「全員で創り上げていこう」と

いう気合がひしひしと伝わってきました。「やっぱり歌はいいな。教育に歌は 欠かせな

い。子供たちの歌声が響きわたるような学校生活が早く戻ってきてほしい。」そんな言

葉が頭に浮かび、久しぶりに学校の本来の姿を見たような気持になりました。子供た

ち同士の「生の交流」がいかに大切か、そして成長させるかということを合唱団の子

供たちは教えてくれました。コロナ禍において、人間同士のコミュニケーションが不

足しがちな今、本当に大切なものは何か、改めてもう一度考えていきたいと思います。  

今後も職員一同、児童の健康・安全に留意し、全力で教育活動に取り組んで参りま

す。保護者、地域の皆様には引き続き大変にお世話になりますが、どうぞよろしくお

願い申し上げます。  

 

「頑張れ東落合小合唱団！あなたたちの声で、表情で、真心で多摩市中の人たちに

勇気を送ってください。」  

市制 50 周年記念  「みんなでつくる多摩市ＯＮＬＩＮＥ文化祭」  

◎日時  11 月 7 日（土） 12:00 から 20:00 までの予定  

◎「 YouTube：多摩市公式チャンネル」で配信します。  

【東落合小合唱団】  

・オープニングに出演します。（ 12:00～  15 分程度）  

・「ほらね」「木舟の唄」「この街の地図」の 3 曲を披露します。  

応援をよろしくお願いいたします。  

http://schit.net/tama/eshigashiochiai/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の目標  

生 活  すすんで仕事をしよう。 

保 健  薄着で皮膚をきたえよう。 

給 食  感謝の気持ちで食事をしよう。 

１１  月  の  行  事  予  定  

日  曜  予   定  日  曜  予   定  

１  日   18 水  音 楽授 業 公 開 （ 3-2）  

２  月  
全 校朝 会 （ 放 送）  

委員会④（卒アル写真撮影） 
19 木  

音楽授業公開（6-1,6-2） 

避 難訓 練 （ 二 次避 難 ）  

ALT  SC 

３  火  文 化の 日  20 金  歯 科検 診 （ 4,5,6）  

４  水  安 全指 導   ALT 21 土   

５  木  
脊 柱側 弯 検 診 （ 5）  

八ヶ岳移動教室出前授業（6） 

ALT  SC 

22 日   

６  金   23 月  勤 労感 謝 の 日  

７  土  
東 京都 教 育 の 日  

みんなでつくる多摩市オンライン文化祭 
24 火  持久走（2,4,6,さくら4組） 

８  日   25 水  
校内研究会（5-1）6時間授業 

（他クラスは 5時間授業） 

ALT 

９  月  
全 校朝 会  

音楽授業公開（さくら4組） 

ALT 

26 木  
歯科検診（1,2,3,さくら4組） 

社 会科 見 学 （ 6）  

持 久走 （ 1,3,5）  SC 

10 火  音楽授業公開（ 5-1,5-2） 27 金  持久走（2,4,6,さくら 4 組） 

11 水  音 楽授 業 公 開 （ 3-1）  28 土   

12 木  音楽授業公開（ 2-2,4-1） 29 日   

13 金  音 楽授 業 公 開 （ 1-1）  30 月  

全 校朝 会  

クラブ④（卒アル写真撮影） 

わ かば 学 級 公 開始  

持 久走 （ 1,3,5）  

14 土    

15 日   ALT： ル ビ ー 英 語 講 師 在 校 日 で す 。 

SC ： 小 松 SC在 校 日 で す 。  

ご相 談等 あ りま した ら、 担 任・ 特

別支 援コ ー ディ ネー タへ お 声掛 け

ください。  

16 月  
全 校朝 会  

音 楽授 業 公 開 （ 2-1）  

17 火  音楽授業公開（ 1-2,4-2） 

☆音楽授業公開について☆  
 

学芸的行事「音楽会」の代替として、日頃 の音楽の授業で学んだことを、学年または 学級

ごとに公開いたします。 参観人数の制限（ 1 家庭 2 名まで）や入場完全入れ替え制、 受付時

に検温と消毒、立見での鑑賞等へのご協力をお願いいたします。  

詳細については、 9 月 28 日付の文書をご確認ください。  

 

 6 時 間目  開場 13:10  開 演  13: 25  7 時 間目  開場  13:50  開 演  14:0 5  

9（ 月）  さく ら 4 組  和太 鼓 発表 他   

10（ 火） 5 年 1 組  合奏 「 ワタ リド リ 」他  5 年 2 組  合奏 「 ワタ リド リ 」他  

11（ 水） 3 年 1 組  合奏 「 ＲＰ Ｇ」 他   

12（ 木） 2 年 2 組  合奏 「 パプ リカ 」 他  4 年 1 組  合奏 「アンダー・ザ・シー」他 

13（ 金） 1 年 1 組  合奏 「 よろ こび の うた 」 他   

16（ 月） 2 年 1 組  合奏 「 パプ リカ 」 他   

17（ 火） 1 年 2 組  合奏 「 よろ こび の うた 」 他  4 年 2 組  合奏 「アンダー・ザ・シー」他 

18（ 水） 3 年 2 組  合奏 「 ＲＰ Ｇ」 他   

19（ 木） 6 年 1 組  合奏 「 夜に 駆け る 」他  6 年 2 組  合奏 「 夜に 駆け る 」他  

当日は体育館で行います。子供たちの舞台での発表をお楽しみください。  

☆お知らせ☆  
教育活動指導員（PT）として、

１０月１９日から原田聡斗（はら

だあきと）が着任しました。また、

11 月 6 日から堀江莉保（ほりえり

ほ）が着任します。よろしくお願

いいたします。 

☆新型コロナウィルス感
染症への対応について☆  
 
 朝夕の気温が下がり、一日
の 温 度 差 が 大 き く な っ て き
ま し た 。 児 童 の 中 に も 体 調
を 崩 す 子 供 が 見 ら れ る よ う
に な っ て い ま す 。 児 童 本 人
や ご 家 族 に 体 調 が 優 れ な い
方 が い た 場 合 は 、 決 し て 無
理 に 登 校 す る こ と は せ ず
に 、 休 養 す る よ う に し て く
ださい。  
 ま た 、 発 熱 症 状 等 あ る 場
合 は 医 師 の 診 察 を 受 け て い
た だ き ま す よ う お 願 い い た
します。  
 
【校外学習について】  
 今 年 度 、 公 共 の 交 通 機 関
や 貸 切 バ ス を 使 用 し て の 校
外 学 習 （ 遠 足 や 社 会 科 見 学
等 ） は 中 止 と し て き ま し た
が 、 感 染 防 止 対 策 を 講 じ た
う え で 、 計 画 ・ 実 施 す る よ
う に 検 討 し て い ま す 。 各 学
年 か ら の お 知 ら せ で 確 認 し
てください。  
 
【放課後子供教室について】  
 教 室 内 の 「 密 」 を 避 け る
こ と が 難 し く 、 残 念 な が ら
今 年 度 の 活 動 は 、 中 止 と し
ま す 。 ご 理 解 と ご 協 力 を お
願いいたします。  


